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発行予定：２ヵ月に１回程度

〈連絡先〉

鹿児島県 環境林務部地球温暖化対策課 地球環境係

電話：099-286-2586 メール：epchikyu@pref.kagoshima.lg.jp

記念シンポジウム in 東京 が開催されました！

屋久島の世界自然遺産登録20周年を契機として，荒木屋久島町長を始め

とした島内外の有識者が一堂に会し，屋久島のあるべき姿について展望す

るため，平成25年10月20日(土)に東京大学弥生講堂にて，記念シンポジ

ウムが開催されました。また，シンポジウムに際し，屋久島CO2フリーの

島づくりの取組について，パネル展示を行うとともに，チラシ等の配布

を行い，当取組を参加者にPRしました。

〔内 容〕

(１) 第１部：基調報告

・ 屋久島世界遺産20周年の歩み～遺産登録の効果と残された課題～

（加藤倫之：屋久島自然保護官事務所自然保護官）

・ 屋久島・岳参りの復活（中川正二郎：宮之浦岳参り伝承会）

・ 世界遺産登録後の屋久島の利用動向（柴崎茂光：国立歴史民俗博物館准教授）

(２) 第２部：パネルディスカッション

「島外から見た世界遺産の島・屋久島への期待」

コーディネーター：土屋俊幸（東京農工大学大学院教授）

パネリスト：荒木耕治（屋久島町長）

柴崎茂光（国立民族学博物館准教授）

中川正二郎（宮之浦岳参り伝承会）

鯨本あつこ（離島経済新聞社代表）

寺崎竜雄（公益財団法人日本交通公社理事）

神谷有二（山と渓谷社YamakeiOnline部）

○ 電気自動車の導入とその効果

県では，屋久島のほぼ全ての電力がCO2
の発生しない水力発電でまかなわれている

という特徴に着目して，走行時も充電時も

CO2を排出しない電気自動車の導入をH21

年度から推進しています。(島内住民・事業

者への補助事業はH22年度から実施)

屋久島には，H24年度までに12７台の

電気自動車が導入され，導入によるCO2削

減量は年々増加しています。

H24年度のCO2削減量は

138,748kg-CO2

置き換えると・・・

本年度も30台が導入されますので，

更なるCO2削減効果が期待できます。



県では，世界自然遺産の島屋久島において，温室

効果ガスの発生が抑制された先進的な地域づくりを

促進するため，電気自動車用充電設備の導入に対す

る補助を行います。

１．補助対象者

○ 屋久島町に居住している個人

○ 屋久島町に事業所を有している法人及び個人事業者 等

２．募集期間

平成25年１０月1８日（金）～平成26年2月２８日（金）

※ 補助金交付申請額の合計が予算額に達した場合には，その時点で募

集を終了することになります。なお，交付決定は先着順です。

３．募集台数

１５台(程度)

４．補助金額等

① 会社や個人専用ではなく，誰もが使用することができる充電設備の場合

充電設備機器費の３分の１以内

② 上記以外の充電設備の設置の場合

充電設備機器費の２分の１以内

③ ①②いずれの場合も上限額は，１基当たり150千円

ただし，給電機能を有するものは，１基当たり300千円

屋久島世界自然遺産登録20周年記念事業
「 」出店のお知らせ

屋久島世界自然遺産登録20周年

記念事業の屋外イベント「屋久島

まつり」において，「屋久島CO2

フリーの島づくり」に関するブース

を出店します。

皆様お誘い合わせの上，ご来場

ください。

詳しい出店内容が決まりました

ら，再度ご連絡いたします。

現在，５7名（個人及び団体）の方がサポー

ターとして活動中です。

随時募集していますので，お友達やお知り

合いの方を紹介してください。

多くの方にサポーターになっていただき，地

域が一体となって温暖化防止活動に取り組む

ことで，CO2フリーの島づくりの気運を盛り

上げていきたいと考えています！！

※ 詳しくは，県のホームページをご覧ください。

鹿児島県ホーム＞くらし・環境＞環境所全・自然保護＞総合政策

＞屋久島CO2フリーの島づくりサポーターを募集しています※ 詳しくは，県のホームページをご覧ください。

県ホーム＞くらし・環境＞環境保全・自然保護＞総合政策＞屋久島ＣＯ２

フリーの島づくり

【日時】

平成２５年１１月２３日(土)

11：30～18：00

【場所】

屋久島離島開発総合センター

前イベント広場

【内容（予定）】

・ 電気自動車試乗会

・ パネル展示 など


